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若年者胃癌22例23病巣について胃癌取扱い規約に基づいて臨床病理学的検索を行った。年齢は20歳

から29歳,平 均263歳 で,男 女比は14!1で あった。頻度は切除胃癌の29%で ,初 発症状では消化

性潰瘍を示唆するものが多かった。占居部位は Mが 78.3%を 占めた.肉 眼型分類では 0型 が52.2%

で, 3, 4型 は合計30.4%と低率であった。組織学的分類では低分化型が87%と 多かった。組織学的

進行程度は stage Iが50%,IVは 13.6%と低率であった。手術成績は切除率100%,治 癒切除率86.4%

であり,遠 隔成績は切除例の実測 5生 率は76.5%で ,治 癒切除4211のそれは92.9%で あった。若年者胃

癌治癒切除例の予後は一般胃癌よりも優れた成績であった.

索引用語 :若年者胃癌,若 年者胃癌組織学的進行度,

はじめに

若年者 胃癌については1848年Dittrichが報告 して

以来多 くの報告がみられるが,本 邦では1894年滝日の

報告が最初 とされている。

古沢胃腸病院において最近16年間に22例の若年者胃

癌を経験 した。これらの22例についてその特性を,他

の年代 と比較検討するとともに,本 邦報告および全国

胃癌登録調査報告 (第15号 。1984,25号 ・1986,以 下

「全国調査」と省略)と 比較して検討を加えたので報告

する。

対象および報告

1970年6月 の開院から1985年5月 までの16年間に,

外来胃癌1,069例,入 院胃癌941例,切 除胃癌762例,う

ち早期胃癌233例を経験 した。その うち者年者胃癌は22

例であ り全例術前に確診しえた。早期胃癌は11例も半

数を占めてお り,そ の うち 1例 は早期癌 mと mの 多

発癌であった。これらの症例を対象として胃癌取扱い

規約1)に基づいて臨床的ならびに病理組織学的に検討
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若年者胃癌予後

を加えた。本稿では若年者胃癌を30歳未満のものとし

た。

成  績

I.頻 度,年 齢および男女比

若年者胃癌の頻度は切除胃癌762例中224/1(2.9%)

で,若 年者早期胃癌は233例中11例 (4.7%)で あった。

年齢は20歳から29歳,平 均26.3歳で,男 女比は男性13

711,女性 9711,1.4i lと 男性に多くみられた。切除胃

癌全体の男女比をみると2.3:1で ,すべての年代で男

性に多 くみられたが,若 年者および30歳代では,他 年

代 と比べて相対的に女性に多 くみられた (表 1).

II.初 発症状 と病悩期間

若年者胃癌では全例が愁訴を有するという特色を呈

し,症 例数に対する初発症状の頻度は心寓部痛が19例

(86.4%)と 圧倒的に多 く,胸 やけ,吐 ・下血がそれぞ

れ 6例 (273%), 胃 部不快感 4例 (18.2%),悪 心 ・

嘔吐 3例 (3.2%)と これについでお り,む しろ消化性

潰瘍を示唆する症状が多かった。自験421では妊娠合併

例はみられていない (表 2).

初発症状発現より当院に入院するまでの期間を病悩

期間として検討すると,病 悩期間が 3カ 月以内のもの



年 齢

性
20  21  22  23  24  25  26  27  28  29 計

む 1 0 0 0 1 1 4 2 0 4

♀ 0 1 1 0 0 1 1 1 2 2 9

計 1 1 1 0 1 2 5 3 2 6

表 1 年 齢分布および男女比

表 2 初 発症状

は 7例 (31.8%)に 過ぎず,過 半数の13例 (59.1%)

は 6カ 月以上を経過 していた。症状発生後 3カ 月以内

に当院を訪れた 6例 を除いた16例について検討す る

と,売 薬などで対症的に自分で処置していた 3例 を除

く13例は, 3カ 月以内に医師を訪れているが胃癌の診

断がなされず, 9例 は胃漬瘍, 3例 は胃炎として治療

が行われており, 1例 は異常なしとされていた。その

ため症状発現から当院入院まで最短 6カ 月から最長 8

年を要 している (表3),

III.手術所見

1)占 居部位

主たる占居部位を検討すると,Mが 18病巣(78.3%)
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表 3 病 悩期間

表 4 占 居部位

C M A CMA 症例数(%)

-29 23 (100)

30-39 59 6 47(100)

40-49 132 136(100)

50-59 15 7 5 2 191(100)

60-69 211 (100)

70- 47 7 155 (100)

症例致
%

1 1 3
1 4 8

329
43 2

286
37 5

34
4 5 (100)

を占め,Cは 3病 巣 (13%)で ,Aは 2病巣 (8。7%)

に過ぎなかった。これを他の年代 と比較すると,加 齢

とともにA領 域のものの頻度が増加 し,M領 域のも

のが減少する傾向が認められた (表4).

2)肉 眼型分類

癌の肉眼形態をみると,0型 は12病巣 (52.2%)と

過半数を占め, 5型 (いずれも早期類以進行癌)は 4

病巣 (17.4%)で 合わせて69.6%で あ り,す べて陥凹

型であった。また 3型 は17.4%,4型 は13%と 低率で,

1型 , 2型 は 1例 もみられなかった。他の年代 と比較

すると加齢につれて 4型 の頻度が減少し,相 対的に 1

型, 2型 の頻度が増加する傾向がみられ,ま た 0型 の

頻度は加齢 とともに漸減する傾向が認められた (表

5 ) .

3)癌 の肉眼的進行程度

stage Iは 11例 (50%), IIは 2例 (9.1%), HIは 6

例 (27.3%),Ⅳ は 3例 (13.6%)で ,stage I,IIを 合

わ せ る と59。1%を 占め stage IVは 13.6%に 過 ぎな

かった。
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期  間

症状発現から
当院入院まで

ら
を

か
師
で

現
医
ま

発
て
る

状
め
れ

症
初
訪

初めて医師を
訪れてから当
院入院まで

症421数(%) 症例数(%) 症4al数(%)

～ 1月 未満 6(273) 8 ( 6 1 5 ) 0

1月 ～ 3月 未満 1(45) 5 (38 5) 0

3月 ～ 6月 末満 2(91) 0 0

6月 ～ 1年 末満 3 ( 1 3 6 ) 0 3(231)

1年～ 2年末満 7(318) 0 7 (53 8)

2年 ～ 3(136) 0 3(231)

症 例 致 (%) 22 ( 100) ( (

症例数(頻度%) む む/♀

-29 2 2 ( 2 9 ) 1 4

30-39 47(62) 1 4

40本-49 136 (17 8)

50ハヤ59 191 (25 1) 2 9

60～69 211(277

70- 1 5 5 ( 2 0 . 3 1 7

計 762(100)

症例数(%)

19 (86 4)

胃部 不快 感

3(136)

2(91)

1(45)

1(45)



0 1 2 3 5 症例数(%)

～29 52 2 0 0 174 174 23(100)

30-39 0 2 1 47(100)

40-49 0 7 22 8 177 136 (100)

50-59 13 1 191(100)

60-69 7 6 9 5 211(100)

70- 25 2 32 3 5 2 7 7 155(100)

症例数
%

233
30 6

14
1 8

123
16 1

77
10 1

92
1 2 1 (100)
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表 5 肉 眼型分類

表 6 癌 の肉眼的進行程度

さ らに各 因 子 別 に み る とS 因 子 で は S 。1 2 例

(54.5%),S13例 (13.6%),S24例 (18.2%),S33

例 (13.6%)で SO症例が過半数を占めていた。N因 子

では N010例 (45.5%),N16例 (27.3%)と NO,Nl

を合わせると727%を 占め,N2以 上は 6例 (273%)

に過ぎなかった.P因 子では20例 (90,9%)が P。で,

H因 子陽性例は 1例 も認められなかった (表 6).

IV.組 織学的所見

1)組 織学的分類

22例23病巣につき組織分類を乳頭腺癌,高 分化型管

状腺癌,中 分化型管状腺癌,低 分化型腺癌,印 環細胞

癌,膠 様腺癌,そ の他に分けて検討すると低分化型腺

癌 7病 巣 (304%),印 環細胞癌13病巣 (56.5%)で ,

低分化型のものが86.9%を 占め,分 化型のものは中分

化型管状腺癌が 2病 巣 (8.7%)で ,他 は膠様腺癌が 1

病巣 (4.3%)み られたのみであった。他の年代 と比較

すると加齢 とともに分化型のものが増加し,低 分化型

のものが減少する傾向が,明らかに認められた(表 7).

2)組 織学的進行程度

stage Iでは早期癌の うち 2例 が,1例 は第 1群 リン

パ節転移陽性のため stage IIとなり,他 の 1例 が第 2

群 リンパ節転移陽性のため stage IIIとなったが,進 行

癌 pmお ょびss2の 各 1例 が リンパ節転移陰性のた

め stage Iと判定 された。したがって stage Iは11例

(50%), IIは 2例 (9.1%), IIIは 6例 (31.8%)で ,

stage IVは わずかに 3例 (133.6%)で あった (表 8).

3)癌 の周囲組織に対する浸潤増殖様式

INFα は 5例 (22.7%),β は11例(50%), γ は 6421

(27.3%)で あ り,INF2・ βで72.7%と 高率を示 し,

INFγ が低率であるという特色を示した (表8).

4)リ ンパ管侵襲

リンパ 管 侵 襲 で は l y 0  1 0 例( 4 5 . 5 % ) , l y 1  6 例

(27.3%),ly2 4例 (18.2%),ly3 2 711(9.1%)と, リ

ンパ管侵襲が認められない lyO,軽微は lyl症例が16例

(72.7%)を 占めていた (表8).

5)静 脈侵襲

静脈侵襲では vOが16例 (72.7%)を 占め,他 は vlが

6例 (27.3%)み られたのみで,v2以 上のものは認めら

れなかった (表8).

6)リ ンパ節転移

リンパ節転移ではn012例(54.6%)と過半数を占め,

n14例 (18.2%),n23例 (136%)で ,n3以 上のもの

は 3例 (13.6%)に 過ぎなかった (表8).

7)深 達度

22Trl123病巣につき深達度をみるとm～ smの ものが

12病巣 (52.2%)と 過半数を占め,pm～ swが 3病 巣

Stage I I I Ⅳ

4/1数(%) 11(500) 2(91) 6 (27 3) 3 6 )

漿 膜 浸 潤 S0 S2

″‖数 (%) 12(545) 3 6) 4 3(136)

リンパ節転移 N0 N l N2 N3～4

frl数(%) 10(455) 6(273) 4(182) 2(91)

腹 膜 播 種 P 0 Pl P2 P3

1/1数 (%) 20 (90 9) 0 2(91) 0

肝  転  移 H0 H l H2 H3

f7‐l数 (%) ( 0 0 0



表 8 組 織学的所見

リンパ節転移 n3'4

1/1数(%) 12(546) 4(182) 3 ( 1 3 6 ) 3(136)

(13%)で ,m～ ssどのものが65,2%を 占めていた.ssγ

以上の深達度のものは 8病 巣(34.8%)と低頻度であっ

た。他の年代 と比較すると,50歳 代を境 として ssγ以

上の深達度のものが漸増 し,m～ smの ものが漸減する

傾向が認められたが,30歳 代額は例外的に ssγ以上の

深達度のものが高率にみられた (表9).

V。 手術成績 と遠隔成績

若年者胃癌では22例全例が切除可能であ り,切 除率

は100%で あった。そのうち19例が治癒切除となり,治

癒切除率は86.4%と 高率を示 した。

手術々式は全摘 3例 ,噴 門側切除 1例 で,他 の18例

にはすべて幽門側切除が行われた。全例待機手術が行

われ,手 術直接死亡例は 1例 もみられなかった。

遠隔成績では22例全例の消息が明らかであったが,
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表 9 深 達度

3

: 治 癒切除例

: 全 症 例

: 非 治癒切除例

全対象例はいまだ 5年 以上耐術していないので, 5年

以上耐術 した17例について実測 5生 率をみると76.5%

を示 し,治 癒切除例のそれは14例中13例 (92.9%)と
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tub2 その他 症例数(%)
～29 0 0 4 3 0 23 (100)

30ヘャ39 0 0 19 1 0 47 (100)

40～49 1 5 213 23 5 27 2 0

50-59 3 1 25 7 27 7 22 5

60～69 5 7 1 4 2 4

70～ 7 7 27 1 1 3 3 2 155 (100)

症1/rl数
%

32
4 2

192
25 2

203
26 6

175
22 9

134
17 6

12
16

15
2 0

Stage I ロ Ⅳ

4/1数(%) 11 (50 0) 2(91) 6 (27 3) 3(136)
pm～ ssβ SS γ~S

( 十)
症421数(%)

2ヽ9 52 2 23(100)

30ヘー39

40ヽ49

50‐59

60ヽ69

症ク1数
%

233
30 6

183
24 0

346
45 4

INF β

4/1数(%) 5(227) 11 (50 0) 6

リンパ管侵襲

frl数 (%) 10 (45 5) 6 (27 3) 4 2(91)

静 脈 侵 襲 陥 L 形 晩

4/1数(%) 1 6 ( 7 2 7 ) 6(273) 0

図 1 実 測 5生 率
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優れた成績であった (図 1),

考  察

本邦における若年者胃癌の頻度について,1943年 以

降の本邦報告例の～3Dを集計すると,47,720例 中1,384

例 (2.8%)で ,全 国調査では27,847421中4314/1(16%)

であった。これよりみると文献では頻度の高い群が報

告されているようであ り,自験4/1の2.9%は 本邦報告例

の集計 と同じ頻度であった。

男女比では本邦報告分～3Dの集計では0.9:1と 女性

に多い。全国調査では 1:1と 同頻度を示している。

自験例では1.4i lと 男性に多 くみられた。癌好発年齢

といわれる40歳以上の年齢の男女比をみると, 自験例

では,2.411,全 国調査では1.9i lと 明らかに男性

に多 くみられている。これと比較すれば若年者では相

対的に女性が多いといえる。

初発症状について症例数に対する心笛部痛の頻度は

548～ 875%と 述べられており2の21)2ゆ2027レゆ3ゆ303め,心

寓部痛が初発症状の首位を占めている.自 験4/11でも全

471愁訴を有 してお り,心 寓部痛が864%と 圧倒的に多

く,胸 やけ,吐 ・下血がそれぞれ27.3%と これについ

でお り,消 化性漬瘍を示唆する症状が多かった。梅山

ら3りも若年者胃癌では漬瘍症状を示すことが多いこと

を指摘 しているが,若 年者で潰瘍性症状を示す場合に

は,癌 の存在も念頭において正確な診断に努めるべき

と考えられた。

病悩期間についての本邦報告21ン3ルリ2の3ゆ3つの集計で

は 3カ 月未満のもの26.1%, 6カ 月以上のもの494%

と病悩車間が長いものが多く, 自験例でも3カ 月未満

31.8%, 6カ 月以上59。1%と 同様の傾向を示した。若

年者の場合,癌 の頻度が少ないとの先入観のために,

医師側においても,患 者側においても癌の発見のため

の努力が軽視された可能性が推預」された。

癌の占居部位 については幽門部 に多い とす るも

の1の
,胃中部から下部に多いとするもの2り

,広範囲にお

よぶものが多いとするもの1"3"がみられるが,1972年

以降の報告では胃中部に多いとするもの2つ2D3い31鴻0,

上中部に多いとするもの21レの2つ～2りが多 くみられる。こ

れらを集計すると胃上中部のもの61%,胃 下部のもの

23.3%, 胃 全体におよぶもの15,7%で あった。自験例

では胃中部のものが783%と 多 く,胃 下部のものが

87%と きわめて少なく,また胃全体におよぶものは 1

例も認められなかった。

癌 の 肉 眼 型 分 類 に つ い て の 本 邦 報

告2 1 1 - 2ゆ2 9 2働3 1鴻り3 0 3 0 4 0 4 1 ) 4 4 6例を集計す ると,  0型 は

39(1957)

19,3%と少なく, 5型 を合わせても,21.7%と 低頻度

であった。 3型 は43.1%, 4型 は22.1%で, 3, 4型

を合わせると652%を 占めていた。また 1型 は牧野

ら2ゆの 14/1,石谷ら22)の2例 の計 3例 (06%)の みで,

2型 は125%で あり, 1, 2型 を合わせても13%に 過

ぎなかった。自験frlでは 1型,2型 は 1例 もみられず,

3型 , 4型 を合わせても31.8%に過ぎなかった. これ

に反 して 0型 11例 (50%)と 半数を占め, 5型 4例

(18.2%)を合わせると682%を 占めるという特色を示

した。全国調査の一般胃癌でも0型 29.4%, 5型 5%

であ り,比 較 して優れた成績であった。 日常早期診断

に努めた成果が得 られたものと考える。

癌の肉眼的進行程度では載age Iは6.1～24%と 低

率で,IVが 48～69.7%の高率を示 したと述べられてい

るが2つ3つ3"4い
,自 験例では stage Iが50%と 半数を占

め,立age IVは13.6%に過ぎなかった。他にstage Iが

高率を示 しているのは城所 ら381の42.8%,小 棚木 ら30

の50%が みられるのみであった。全国調査の一般胃癌

でもstage Iは27.9%,stage IVは 252%と 報告され

てお り,一 般胃癌 と比較しても優れた成績であった.

癌の組織学的分類を本邦報告
2の202の2ゆ3113り3035鴻OXの4ゆ

3324/11でみると分化型のものは19.9%で,低分化型のも

のは762%と ,低 分化型のものが圧倒的に多い傾向が

認められた。自験例でも低分化型のものが86.9%と同

様に高頻度であった。全国調査の一般胃癌では分化型

549%,低 分化型43%と 分化型が多 くなっている。当

院例の年代別検討では加齢 とともに分化型のものが増

加し,低 分化型のものが減少する傾向が明らかに認め

られた.

組織学的進行程度では stage Iは低率で,stage III,

IVことにIVが極めて高率であるとの報告
21ンゆ31湾り3039

が多いが,自験例では stage Iが50%と 多 く,stage IV

が136%と 本めて低率を示す とい う相違を示 した。全

国調査の一般胃癌では stage Iは36.2%,stage lvは

26.5%で,一般胃癌 と比較 しても優れた成績であった。

癌の周囲組織に対する浸潤増殖様式は,従 来では

INFγ のものが67～722%の 高率を示す と報告2の3り3助

されている。自験例では INFγ のものは27.3%と低率

であった。これは全国調査の一般胃癌の42.6%と比べ

てもより低率であった。

リンパ管侵襲では石谷 ら2のは ly0 10.5%,ly2以上

632%,牧 野ら20はly0 25.6%,ly2以上51.3%と述べ

ている。自験例では,lyOは45.5%と半数近 くを占め,

ly2以上は273%と 低率であった。



年 代

切  除  率
治 癒 切 除 率

総数 に対 して 切除//1に
対 して

1940年代 53/139(381)

1950年代 29/ 74 (39 2)

1960年十ミ 146/306(477) 38/116 (32 8) 38/74(514)

1970年代 335/483 (69 4) 149/388 (38 4) 149/221(674)

1980年代 81/108 (75 0) 54/108(500) 54/ 81 (66 7)

本 報 告 22/22(100) 19/22(864) 19/22(864)

40(1958) 若年者胃癌の検討

表10 若 年者胃癌の切除率,治 癒切除率

日消外会誌 21巻  7号

静脈侵襲では石谷ら221,牧
野 ら2りは約90%の 陽性率

を示 してい る。また梅 山 ら30は静脈侵襲陽性例 は

4～50%と 述べている,自 験例では静脈侵襲陰性例が

72.7%で,陽 性例は vIが273%み られたのみで,v2以

上は 1例 も存在しないという特色を示した。

リンパ節転移について本邦報告211-20203り303りを集

計すると,nOは 28,7%で,n2以 上は46.7%を 占めてい

た。平井ら3らは n045.5%,n2以上364%と 優れた成績

を報告 しているが,自 験例では nOは54.6%と高率で,

n2以上は27.2%と さらに低率であった。

深達度について本邦報告2つ2の32D30393D～4の197例の集

計でみると,m～ smの ものは19.8%と低率で,ssγ～s

(十)例が67%と 高率を占めていた,自験例では m～ sm

が50%を 占め,ssγ～S(十 )例 は36.4%と有意に低率

であった.全 国調査の一般胃癌の m～ sm(304%)と

比較 しても早期癌の頻度が高いとい う特色がみ られ

た。ちなみに当院における早期胃癌233例に占める若年

者早期胃癌の頻度は,11例 (4.7%)と 高率を示してい

亨【= .

若年者胃癌に対する切除率,治 癒切除率および切除

例に対する治癒切除率を本邦報告につき集計 してみる

と,切 除率は1940年代分で38.1%,1950年 代めヽの4つでは

39.2%, 1960年 代。)～18)で は47.7%, 1970年

代I り～2 め2 つ2 的3 り～4 分で は6 9 . 4 % , 1 9 8 0 年代
3 1 湾り3 0 3 0 では

75%で あり治癒切除率は1960年りlD-1ので32.8%,1970

年 代1 9 2 1 1 - 2 つ2 の2 8 湾" 4 ので3 8 . 4 % , 1 9 8 0 年代3 1 ) 3 2 沌4 ) 3 ゆで

50%で あった。また切除例に対する治癒切除率は1960

年 代" 1 5 ) ～1 7 ) で5 1 . 4 % , 1 9 7 0 年代1 り2 1 ) ～2 4 ) 2 7 ) 2 8 ) 3 9 ) 4 0 ) で

67.4%,1980年 代31湾2鴻035)で66.7%と次第に向上 して

きている。自験例では切除率100%,治癒切除率86.4%,

切除例に対する治癒切除率も同じく86.4%と従来の報

告 と比較 してきわめて優れた成績であった。全国調査

の一般胃癌でも切除率82.3%,治 癒切除率57.1%と報

告されてお り,一 般胃癌 と比較 しても好成績であった

(表10).

遠隔成績を 5生 率でみると,従 来の報告特に1960年

代までの報告3ン)lolの13)1"lゆでは, 0～ 33.3%と きわめ

て不良である。 しかし1970年以降の報告では治癒切除

例の 5生 率は,一 般胃癌 と比べて遜色ないとするもの

が多 くみられる。治癒切除例に対する5生 率では古沢

ら21)は74%,白 鳥ら2のは66.7%,杉 山ら2りは63.4%,町

田ら31)は67%,三 浦ら351は675%の 成績をえている。自

験例では切除例の実測 5生 率は765%で ,治 癒切除例

のそれは92.9%と 優れた成績であった。

若年者では正確な術前診断に努めるとともに,進 行

癌でも合併症がみられることがないので,徹 底 して根

治手術 となるように努力すれば,一 般胃癌よりもむし

ろ優れた治療成績をおさめ うるものと考えられた。ま

た若年者胃癌例がすべて愁訴を有 してお り, しかも消

化性潰瘍症状を訴えるものが多いことよりすると,患

者が最初に訪れる臨床第一線医師の責務は重大である

と考えられた。

結  語

当院において開院より16年間に経験 した若年者胃癌

について,胃 癌取扱い規約に基づいて臨床的並びに病

理組織学的検索を行い,以 下のごとき知見を得た。

1)若 年者胃癌の発生頻度は切除胃癌の2.9%,若 年

者早期胃癌の頻度は早期胃癌の4.7%であった。

2)男 女比は14ilと 男性に多くみられたが,他 の

年代と比較すると相対的に女性に多かった。

3)初 発症状は心笛部痛を訴えるものが多く,消化性

漬瘍を示唆する症状が多かった.

4)病 悩期間は長いものが多く,6カ 月以上のものが

59.1%を占めていた。

5)占 居部位では胃中部のものが78.3%を占め,胃下

部のものは8。7%と きわめて低率であった。
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6)肉 眼分類では 0型 の頻度が50%と きわめて高率

で,3,4型 を合わせても31.8%と低率であった。1,

2型 は 1例 も認められなかった。

7)組 織学的分類では低分化腺癌,印環細胞癌の低分

化型のものが86.9%を 占めていた。

8)組 織学的進行程度ではstage Iが50%と 高率で,

stage IVは13.6%と低率であった,

9)手 術成績では切除率は100%で ,治 癒切除率は

86.4%で あった。

10)遠 隔成績では切除例の実測 5生 率は76.5%で ,

治癒切除例のそれは92.9%と きわめて優れた成績で

あった。

本論文の要旨は第30回日本消化器外科学会総会 (昭和62

年 7月,東 京)に おいて発表した。
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